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聖隷クリストファー大学看護学部紀要
投稿規定
Ⅰ．投稿者の資格
　著者は聖隷クリストファー大学に所属する専
任教員であることを原則とする。共著の場合、
本学以外の者でもよいが、著者に本学の専任教
員が含まれることを要件とする。
　ただし、依頼原稿についてはこの限りでない。
Ⅱ．投稿原稿の要件および種目
　原稿の内容は、看護学部、助産学専攻科にお
ける教育、あるいはこれに関わる研究（医学を
含む）の進歩に寄与するものであり、他の出版
物（国の内外を問わず）に未だ発表あるいは投
稿されていないものに限る。
　投稿原稿の種目は、「総説」、「原著」、「報告」、
「その他」とする。各々の内容はつぎのとおり
である。
　 　総説（Review Article）：ある主題につい
て研究論文、調査論文などを総括し、解説し
たもの。
　 　原著（Original Article）：独創的、理論的
または実証的な研究成果を内容とし、目的、
方法、結果、考察について明確にまとめられ
たもの。
　 　報告（Report）：研究、調査、教育活動、
委員会活動に関わる成果で、記録にとどめる
価値のあるもの。
　 　その他（Miscellaneous）：総説、原著、報
告に該当しないもの。ただし、看護学部紀要
委員会が適当と認めたものに限る。
　 　委員会の判断により、原稿の種目が著者の
要望と異なるものへ変更されることがある。
この場合、掲載前に委員会より著者に対して
通知する。
Ⅲ．倫理的配慮
　人および動物が対象である研究は、倫理的に
配慮され、その旨が本文中に明記されているこ
と。
Ⅳ．投稿の方法
　印刷物（印刷原稿）２部の提出、電子データ
の入力という２つを行う。印刷物は「原稿点
検票（著者用）」を添えて看護学部紀要委員会
に提出する。電子データは、本学の e-learning 
システムを用いて入力する。
　期限を過ぎて提出された原稿は受理されない。
Ⅴ．原稿の様式
１．使用言語は、日本語または英語に限る。
２．原稿は横書きとする。縦書きは必要な場
合に限る。
３．外国人名は原語を用いる。
４．原稿中でしばしば繰り返される用語は略
語を用いることができる。ただし、初出の
際には省略してはならない。
５．内容を明瞭に示すように本文を区分する
ことが望ましい。例えば原著であれば、緒
言、方法、結果、考察、結語（Introduction, 
Methods, Results, Discussion, Conclusion）
などのように区分する。
６．原稿の１枚目には、表題、著者の氏名、
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著者の所属を、それぞれ行を改めて順番に
記載する。和文原稿のときには、表題、著
者の氏名、著者の所属を、日本語表記に続
けてその下に英語で記す。英文原稿のとき
には、同様に英語表記の下に日本語を記す。
英語表記における大文字の使用は、英文法
に準ずる。ただし、著者の姓は全て大文字
で記す。
　　 さ ら に そ の 下 に キ ー ワ ー ド（key 
words）を５つ以内で記入する。
７．原稿の２枚目には、抄録を記す。最初に、
日本語では「抄録」、英語では“Abstract”
などと記入し、その次の行から抄録の内容
を記す。抄録の分量は、和文では 400字以
内、英文では 300語以内とする。本文は原
稿の３枚目から記す。
　　ただし、種目が「その他」の原稿におい
ては、抄録を省くことができる。この場合、
本文は原稿の２枚目から記す。
８．原稿はワードプロセッサー（以下、ワー
プロ）で作成することを原則とする。Ａ４
判用紙を用い、原稿の１枚目と２枚目は40
字×36行、３枚目以降（本文）は21字×36
行の書式とする。３枚目以降（本文）は書
式を２段組とすることが望ましい。用紙の
上下、左右にそれぞれ25mm以上のマージ
ン（余白）を置く。各段落冒頭の１行目は
全角１字分のインデントを設ける（１文字
分下げて記す）。原稿にはページ番号を付
する。原稿用紙は普通紙を用いる（感熱紙
を用いない）。
　　英語原稿等の場合は、１行の字数を約２
倍とする。これ以外は日本語原稿に準ずる。
９．原稿の分量は、本文、図、表、文献等を
合わせて10頁以内を原則とする。ただし、
依頼原稿についてはこの限りでない。
10．本文において節、項などを設ける場合、
数字の表記をつぎのようにする。
　　　Ⅰ．Ⅱ．Ⅲ． 
　　　　１．２．３．
　　　　　１）２）３）
　　　　　　（１）（２）（３）
11．本文中に引用文を挿入する場合、３行
以内であれば「　」内（外国語の場合は
“　” 内）に入れる。４行以上であれば、
引用前後を１行ずつ空け、引用文は本文よ
りも２字下げて記す。
12．原稿は完全原稿とし、校正は誤字・脱字
の訂正にとどめ、新規の加筆や大幅な訂正
を認めない。これを逸脱する場合、次号以
降の掲載となることがある。
13．図は写真製版可能な完全原図とし、用紙
の１枚に図を１つずつ書いて、図番号およ
び表題を下部に記す。図の裏面には、筆頭
著者名、図番号、上下を指示する矢印を記
す。図は本文中に記載せず、本文と別に一
括して封筒に入れて提出する。ただし、図
の用紙の大きさがＡ４判であれば、一括し
て本文の後に添付することができる。本文
には、たとえば「図１」「Fig.1」のように
記し、挿入希望場所の本文欄外余白に赤字
で図番号を付記する。写真は図と区別せず、
図に含めて図番号をつける。写真は黒白印
刷を原則とする。カラー写真印刷料金は著
者負担とする。
14．表は用紙の１枚に表を１つずつ書いて、
表番号および表題を上部に記す。表は本文
中に記載せず、一括して添付する。本文中
には、たとえば「表１」「Table 1」のよう
に記し、挿入希望場所の本文欄外余白に赤
字で表番号を付記する。
15．必要に応じ、「注」を本文末尾に記載で
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きる。
16．文献記載の方法は、つぎの如くとする。
１）文献は本文中に著者名、発行年（西暦）
を括弧で囲んで表示する。
２）文献に関する詳細情報は、本文の後に
一括して記す。文献を列挙する順序は、
言語の種類（日本語、英語など）を問わ
ず著者名（姓、名の順）のアルファベッ
ト順とする。著者名の記載は３名までと
する。雑誌名は原則として省略しない。
ただし、その雑誌が使用している略名が
ある場合は使用できる。
３）文献に関する詳細情報の記載様式は、
つぎの如くとする。各文献とも第１行の
頭にはインデントを設けず、第２行以降
の頭には全角１字分の余白を設ける。
　　〔雑誌の場合〕　著者名（発行年）題目、
雑誌名、巻（号）、頁
例：Coll A.M. & Ameen J.（2006） 
Profi les of pain after day 
surgery: patientʼs experiences 
of three different operation 
types. Journal of Advanced 
Nursing 53⑵, 178-187.
　　〔単行本の場合〕　① 著者のみの場合
／著者名（発行年）書名・版、発行者、
発行地　② 著者と編者がいる場合／著
者名（発行年）論文題目、書名・版（編
者名）、発行者、発行地、頁
例：Australian Institute of Health 
and Welfare（2004）Health, 
wellbeing and bodyweight. 
AIHW, Canberra.
例：Traynor M.（2003）Discourse 
a n a l y s i s ,  i d e o l o g y  a n d 
p r o f e s s i o n a l  p r a c t i c e . I n 
Advanced Qualitative Research 
for Nursing（Latimer J., ed.）, 
Blackwell Science Ltd, Oxford, 
pp.137-155.
　　〔翻訳本の場合〕　著者名（原書の発
行年）書名・版、翻訳者名（翻訳書の発
行年）、翻訳書の書名、発行者、発行地
例：Fry S .T .（1994）Eth ics  in 
Nursing Practice: A Guide to 
Ethical Decision Making. 片田
範子、山本あい子 訳（1998）、
看護実践の倫理、日本看護協会
出版会、東京。
４）インターネットのホームページは、原
則として引用文献としない。ただし、出
版文献と併せてインターネットのホーム
ページでも公表されている場合、そのＵ
ＲＬを併記することができる。
17．著者校正は、原則として初校のみとする。
18．別刷は有料とする。
19．誌面の様式を統一するため、原稿の様式
が変更されることがある。
Ⅵ．著作物の複製権および公衆送信権
　本誌に掲載された著作物の著者は、その著作
物の復製権および公衆送信権（機関リポジトリ
への登録など）を聖隷クリストファー大学およ
び聖隷クリストファー大学が委託する機関が利
用することを許諾する。ただし、著作者自身が
これらの権利を行使することを妨げない。
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